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1法廷別。事件表示板・切抜き文字等

合議法廷大合議法廷

(A-1)

特定本庁

(A-3)

本 庁

(A-4)

合議事件

取扱支部

(A-2)

特定支部
以 上
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傍聴人入口 ○B↑
｜
車

○傍聴人入口 ○ 仁．B, 仁．

傍聴人入口 ○ □B2

一般廊下
○検察官・弁護人入口 ○ ○○ 仁．に．B2 |■■ |■■
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篝離 鱗騨蕊蕊騨繍識

実状による 7.5x10.5 9.0x12.09.0x13.5法廷の概略大きさ（間口×奥行）

4.3法狂の概略高さ （天井高）
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記号凡例

ﾛｰｰｰｰｰ切抜き文字

■----一室名札

ﾛｰｰｰｰｰ事件表示板

ﾗｳﾝドﾃｰﾌ‘ﾙ法廷単独法廷

(B-4)

独立簡裁
j/ (C-2)
実状による

(C-1)

F素1手亘上
(B-1) (B-2)

合議事件取扱支部
以 上

(B-3)

合議事件

非取扱支部

〃
－

|画 □画 |面 画 備 考

－
１ 醗穂 ．

霧理灘躍懇簿溌鱗識鑑識湊鶏

〃 二重扉

○○ ○○ ○ に． 画E． に． ｰ

当事者入口
関係人入口

○○○ ｜ロ’ ○ ｜ロ’ ○ |■■ ロ仁．

’

薙皿 §や

単位、6.5x10.5 5.6x9.07.5x10.5 7.5x10.5

鯵 ／
／Z 単位、3.0 3.0 2

珍労3.5
／／ グタ／ ／

C,(片開き額入ﾌﾗｯｼｭ扉
片開きﾌﾗｯｼｭ扉） ■洋意事項B､片開きﾌﾗｯｼｭ扉）

(A-3)法廷は，本庁で合議法廷1室の時設ける。

扉・事件表示板・室名札・切抜き文字は，別図詳細参照。

二重扉の場合は，内側の扉のみ，のぞき窓を設ける。

両開きﾌﾗｯｼｭ扉B,ののぞき窓は法壇に近い方の扉につける。

ドアクローザ（原則は，付けない）を付ける場合は，

室外に取付ける。

Hは窓の高さに合わせる １
２
３
４
５

に．
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Ｃ
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暴

工

６
７ ラウンドテーブル法廷の出入口は，実状による。

8二重床の適用法廷，施工範囲は別添資料「二重床及びタイルカーペット
/ｿ》対象室」による。 f///////X/ﾝ//ズス////X/グンd/a/

上げ面
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2合議法廷。単独法廷平面詳細例

合議法廷平面図

｜法廷前一般廊下｜

合議事件取扱支部以上

一般廊下より広くとる
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法壇
+450,350

法卓

法壇
十450.350

’篇丑入口扉(8” |一法壇背面壁練付

'一カーテンボックス

礎潟
■■

■

■■
入口扉(B3)

(峠1）法廷のみに設ける

(1)事件表示板

(2)室名札

（第○号法廷）

(3)開廷表示灯

－仕切りさく

－連結いす傍聴人入口扉(B1)

■法狂共涌事項

1 還りダクトを法壇の下に設ける場合は，壇下床成を充分取るため，根太は，大引に全欠込みとする。
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雨水の浸透に注意し3． クリヤストリ式の窓を屋根面側に設ける場合は，屋根面より窓台までの高さを充分取り，

ガラスは，不透明ガラスとする。

４
４
１ 日伝 4．／／

法廷家具法廷用扉事件表示板，切抜き文字，室名札，傍聴人用いすは，別図参照とする。５
６
７
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単独法廷平面図
｜
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｜法廷前一般廊下

合議事件非取扱支部以上

一般廊下より広くとる
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［．廷吏卓子
書記官卓子

□□ □
護人卓子発言台検察官卓子

仕切りさく－

(1)事件表示板一

(2)室名札

（第○号法廷〉

(3)開廷表示灯

連結いす－

(被告人席）

唖
画
席聴傍

面
、

一カーテンボックス

厚地カーテン

レースカーテン
傍聴人入口扉(B2)-

１
１
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２
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５

１
１
１
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１
１

’
一般廊下側の扉の吊元は，法壇より遠い方とする。

１
１

'1

’ I

傍聴人用いすについては，車椅子使用者を考慮し、－部を着脱式とする。
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S一般法廷用家具詳細
二＝二二

一
一

■法壇及び法卓

(注)W=2,700以上の場合は， 甲板の支持補強を考慮する。
(注） ＊印は，簡裁用法廷を示す。アフフフフアフアフフフフアンノフフフフフアフフアフフン／ン／ノア

法卓は目地を入れたもの等3種類のデザインを別図に例示しているが， 易琴可雇~亨勇原庁と打合せの上，新たにデザインすることも可とする。
そ／／／"Z塗

(】／／､ 1IMD的I：
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法廷種別 W

特定本庁 大合謹法藍
6,000

以上

合議事件

取扱支部

以上

単独塗廷

合睡釜廷

*3,500

2，700
1
3,000

′ ／／／／

※6,000／
／／／／

／4，000
／
／

／／／／，

合議事件

非取扱支部
単独法廷

＊3，500

2,400

簡 裁 単独法廷 3,300

法廷種別 H

大合繊法廷 450

合謹注廷又は単独法狂
民事専用の場合j/Z/Z//"
刑事専用及び民事刑事兼用の場合

,〃伽'"
勿卸ｸ/ｸ，

/独立簡裁の単独法廷/'/Z/Z/Z/Z/Z/Z/Z/j
ダ ダ F グ ゲ 』

/250又は300,
ク ク ” 4 グ
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－－－－ロマ■一一一一

勢美
注廷種別

大合理塗廷合謹選狂

■■又は■■■■■
■､ら入る単独法廷

上配以外の単独法廷

。
討
函

A B

，

■法壇階段

とができる。

／/〃
グ ’ " ゴ グ ゴ " " 全 ダ ダ 4 夕 屯夕 望 三 当=一

○
四
吋

B－B断面図A－A断面図ル入り）

(両端に切口が出ないよう完全埋込のものを使用する）

■（一般法廷用家具）共通仕様書

表面，裏面．両袖：合板（ラワン）厚さ5.5Iml (甲板12.Onrn)下地に

シオジまたはチーク柾単板練付クリヤーラッカー仕上げ程度

底裏 ：合板（ラワン）張（厚さ5.5IIIn)クリヤーラッカー仕上げ

移動式家具には，床面不睦調整装置をつける

マイクロホンを取付ける卓子は孔明け補強を行う

(1）

（2）

（3）

(4）
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2,370以上
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B－B断面図A－A断面図

／ A B

付とする(45R)R

1） 拡声設備

・ｱﾝﾌﾟ 42WX150HX320D

・スピーカー

2） 録音反訳設備（備品対応）

・録音機2台247W60HX180D

・ミキサー 280WX92HX235D

・ﾏｲｸ共用（拡声兼用）

3） ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ 2ｺロ E付

ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ 3ｺロ

4） 法廷用電話股備電騒線取出ブトト

5） その他

・取出ﾌﾟﾚｰﾄ

速記官卓子

甲板は積層材鱒．
単板練付C.L仕上げ程

子層Ｇ
付積卓

官は練
記板板

速甲単

／
書記官卓子

(ﾋﾞﾆﾙﾚｻﾞｰ張）ﾚｻﾞｰ張）

口
／

I

A 巳

■書記官卓子（支部の合議法廷）

口
／

650

呼再175 (翼状による）
5
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45 54
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R付とする(45R) 1） 録音反訳設備（備品対応）

・録音樋2台247WX60HX180D

・ﾐｷｻｰ 1台280WX92HX235D

・ﾏｲｸ共用（拡声兼用）

2） ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ 2ｺロ E付

ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ 3ｺロ

3） 法廷用電鯖設備電話線取出ﾌﾟﾚｰﾄ

4） その他

・取出ﾌﾞトト

／

| ’| ’| ’ 1315 45 4545
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疎意反訳鼓傭（傭鹸対応）

･録音機2台247W60HX180[

･ミキサー 1台280WX92HX235D

･ﾏｲｸ共用（拡声兼用）

ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ 2ｺロE付
1､心､"LT･I－L 2可、
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■仕切りさく

合繊法廷は固定式，単独法廷及びラウンドテーブル法廷は，移動式とする。

ただし， （舟3）合繊法廷は移動式とする。

(固定式の場合）

ヨ

ー
回
皿
００３×０２１併

宏
拙
乙

隆
一
幽
一

一
》
竺

白

ｌ

Ｌ

００３

３
小
一
一興一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ここ蟇二三二一

雲蘂－－u30弊
18×40

，200以内に割合せ
巧
［75×35

●
ぬ
唖

ｏ
ｍ
ｍ

見込35

5×3575×35
ロ
ロ
面

。
。
”

垣

1,0”以内に割込む
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一
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ー
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?＝＝一 一一一＝三一＝一一-----芋＝三一．

＝－－－－､一一一一一ｰーーー巳二一一一一~~一－一‐ .一4切抜き文字詳細・張付け位置
一
一
一

三三三＝

■切抜き文字張付け詳細

愚[検察官・弁護人入口
u l 副U I 4U l ：《【】 1 4m ］ I 40 1 30 1 40 1 30 1 4， 1 3， 1 ． 40 I 3n I 4m

扇[傍聴人入口

■切抜き文字張付け位置

フロート板ガラス
■■■■

ラシヤ張り又は

ザー張り等）付

－11－

I 50

400

’

傍聴

二

－－口

400

I

『一

１
１

’

入口

司一宮

弓
。
↑

司

Lf､L二号農
|"|,01

I

’
１
１
０
１
０
１
I

r
１
１
１

扉中心

200 200

1 0

’

検察官．

■■■■■■■ q■■ー

550

』
１
１
１

’

’

瞳人入口

ヨ
翌
|"|"’

1

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
I

r
１
１
１

み

扉中心

■ ■■■

275 275

。
一
一

■■■■■ 酉

４

０

1 0



一
’

一

｢関係人入口
‐
ぬ

| 40 1 50 1 40 1 50 1
1

40 1 50 1 40 1 50 1 40 1
400 1

鶴[当事者入口
50 1 40 1 50 1 40 1

1

| 40 1 50 1 40 1 50 1 40 1
1 400

［
●
ぬ

』

40 1 50 1 40 1 50 1 40
400

| 40 1 50 1 40 1 50 1
1 ‐

■注意事項

書記官，検察官，弁護人入口は，書記官の文字を張付けず， 「検察官・弁護人入口」とする。

民事法廷にする場合は，検察官，弁護人入口のところを，実状により「関係人入口」又は『倉｢当

１
２
３

事者入口」とする。

，’'1

’

傍聴人入口の両開き扉は,．常時開閉しない扉（法壇に近い方の扉）に切抜き文字を張り付ける。

審判廷の扉に Iと「関係人入口」を張付けることができる。

文字の形式は，角ゴシック体を標準とする。

切抜き文字の材質は，アクリル樹脂板厚3nm以上とする。
F／／／／／／〆／／／／／／／／／／／／／／／〆／／／／／／／／／／／／／／／亮

４
５
６
７
｛
８
/／／／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／〆竺変//
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5事件表示板詳細
一－－一一一一一一一一ー－－毛一■一一一＝一一一一一一

一ユーー一一

一一一一＝－

三三三一一一
一一

一一－ユー

■事件表示板姿図

A訂
■■■■■■■

■■■■■■■

一

■■■■■■■

唖
ト

（
つ
い
”
）

（
つ
。
”
〉

、
ト

A=」
‘正面 側

2525

仁
に

唖
・
守
守
、
◇
せ
ぐ

平面

(550） 7575

見上げ一
一

■事件表示板取付位置
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■
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＝＝＝

－－－－－－－＝－

一一=ー■■ー■q一＝一一▲一一▲→毛一一一一一一一一

一 －－

＝＝二

－－

一一一

枠外角出し加工（約RO.6) SUS1.2t

1.2tL-18×18

SUSRB-6.2個所

ビス3－4の

1.5tL-18×18

SUS

SUS:ステンレスSUS304

A一A側断面詳細図

個所

2個所

《u-6①

I-4d

'－4仇

匪唖・ママ

SUS:ステンレスSUS304

B－B平断面詳細図

■注意事項
1．事件表示板取り付け位霞は，図を参照する。

2．用紙で掲示するときは「マグネット」 ， 「バネハサミ」等，現地裁判所と打ち合わせの上決める。

3．書き込み板にして記入する場合，区画の欄，寸法及び記入文字は，現地裁判所と打ち合わせの上決める。

4．枠については，木製でも可。その場合には，見え掛り部分を，シオジ練付クリヤーラッカー仕上げ程度とする。

5． （ ）内寸法は，現地の実状により大きくする事は支障ない。
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三二三三二三二二一F＝ 一

6法廷傍聴人用いす配置例
｜

一一一一一＝一一

一一一■』一一

一一一■一■一ニーー

－－

－－

･日巳さ編卒どワ毎．

最小間隔800以上 L3:

最小間隔700以上 L4:

･は連結タイプを標準とすイ

･の仕上げ等の仕様は下記副

背及び座の上張りは布張り

鋼板プレス・ウレタンフォ

鋼板プレス・波型スプリン

座裏有孔鋼板・合成樹脂
唾÷基一ハロI垂一二・・．÷－

瞳H1｣夕1｣いす元蛎より憧切きくの間隔bU【

烏後列背板より感面までの間隔900じ1卜
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7調停室。医務室関係・階段参考例
一
二

■調停室家具配置例

D=4,800

I ’
一

百自己目

旧｜ ”惇野” ｜
旦旦昌旦，

９
つ
面
州
ア
ン

ー

D=5,800

I

日目白壱

旧’ ．…‘
目皀皀昌

つ
ｇ
詞
Ｍ
舅

’

L

(注)W及びDは，内法寸法を示す

l詳意事項

一÷ －ー一一一子一

I
－16－
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■医務室器具等配置例

1．下記の図は，家裁医務室の参考例で，特定本庁に股置する診療室は，設計基準及び実状により設計する。

2．器具等は，一般参考例である。
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１
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診察室

VK,

I

忌

『ｰ ‐ ＝1

1 受付ｶｳﾝﾀｰ
｜

|イ’
| i 待合室

色〆
I I

例1
例2

(注）器具などは，下記の程度のものを設ける。

VL(洗面器）……VL-520

VK(流し）………実状による。 (VK-130)

コンロ台……………巾約500×奥行き約500

■一般階段手摺り子について

専用階段を除く一般階段の手摺は，幼児等の危険防止及び，飛降り防止のため，手摺り子間隔を下記のように配慮する。

なお，吹抜けのあるホールなどの手摺りについても同様とする。

1 ．手摺り子間隔を小さくするため，踏面一段につき2本程度とする。 (A図参照）

2．手摺り子間隔が比較的大きいときは，プレートその他により，危険を防止する。 (B図参照）

参考例（詳細は実施設計による）

プレート等

B図
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